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５月１０日にみらいづくりプラン推進会議第３回本会議を開催しました。今回の主な議題は、

・重点的な課題に対して設置した各作業部会の進捗報告

・各団体における「平成３０年度の重点的取組み」と推進会議としてのアクションプラン、の２点です。

今回の会議では、様々な団体が主体的に活動している若葉台の特徴を活かし、主要団体のアク

ションプランを一覧できる「まち全体のアクションプラン」の策定を試みました。

各作業部会の報告では、新たに「こども」をテーマとした「Ｅ部会」の設置が決まりました。

また、トピックスとして４月２７日に横浜市、神奈川県住宅供給公社、一般財団法人若葉台まちづくりセ

ンターの３者で締結した「横浜若葉台みらいづくりプランの推進に関する事業連携協定」についての報告

がありました。先ずはこの連携協定についてご紹介し、議題内容については裏面にてご紹介します。

横浜若葉台みらいづ く りプランの推進に関する事業連携協定の締結

協定の内容

目 的 横浜若葉台みらいづくりプランの推進、および横浜市内の大規模団地再生推進への寄与

取組事項

横浜若葉台みらいづくりプラン推進会議の事務局及び部会の運営

横浜若葉台みらいづくりプランの具体化に向けた取組

地域経済活性化や商店街振興の具体化に向けた取組

脱炭素化など温暖化対策の具体化に向けた取組

協定期間 平成３０年４月２７日から平成３２年３月３１日まで

「横浜若葉台みらいづくりプラン」の推進と横浜市による

「旭区大規模団地再生モデル構築事業※」との事業連携を

目的とする「横浜若葉台みらいづくりプランの推進に関する

事業連携協定」を締結しました。

「横浜若葉台みらいづくりプラン」の推進について、相互

連携をはかり、具体的な取組みを推進していきます。

※旭区内の４つの大規模団地における課題解決に取組みに着手
するため、平成２９年度から始まった事業で、地域住民や事業者、
大学、行政等が協働するまちづくりの取組み。

具体的な取組

地域住民主体
の取組支援

子ども達を地域で見守る環境づくりを目指す「横浜若葉台こども憲章」の検討や、高齢者を
支援する活動団体の連携などの取組を支援します。

地域の魅力発
信

ワークショップなどを活用して、地域住民が知る地域の魅力や最新情報を見える化するな
ど団地の内外へ若葉台の魅力を発信します。

地域経済活性
化の検討

企業と連携したモデル事業の実施など、Ｉ・ＴＯＰ横浜や環境未来都市推進プロジェクトを活
用した地域経済活性化などについて検討します。



◇ご意見等ございましたら、若葉台まちづくりセンターホームページのお問い合わせページもしくは
みらいづくりプラン推進会議事務局公社担当（団地再生事業部事業企画課045-651-1957）まで。
若葉台まちづくりセンター：http://www.wakabadai-kc.or.jp/ 神奈川県住宅供給公社：http://www.kanagawa-jk.or.jp/

平成30年度アクションプラン

基本方針 重点的取組み

１ 中心街をエンジンとしてまちの活性化と再編を推進する
・店舗誘致と施設改修
・商店街活性化に向けた議論

２ 多様な主体により「地域包括子育て」を実現する こども達を地域で見守るまちづくりの具体化

３ 包括的な「安心・安全・健康まちづくり」を実現する 地域ぐるみの在宅支援策の推進

４ 住環境と公共空間のリノベーション（カスタマイズ）を展開
旧西中学校跡地の本格利活用

住替え支援策の立案・実施

５ 豊かな「若葉台ブランド・ライフスタイル」を構築し、発信する シティプロモーションの推進

６ 総合的なエリアマネジメントを発展的に展開する 都市計画変更及び事業用地利活用の推進

今回の会議では、各参加団体から事前に提出いただいた「平成30年度の重点的な取組み」を、６つ

の基本方針毎に一覧にまとめ、各団体の「まちづくりの取組み」を共有しました。

今回初の試みのため、団地内の取組み全てを共有したとはいえないものの、一覧にまとめてみると、

複数団体で共有すべき課題と、個別に取組む課題の２つがあることが見えてきました。そこで、連携し

て取り組む課題を、「アクションプラン」として抽出し、推進会議で進捗を確認していくことになりました。

Ａ部会
（地域団体アクション

プランの策定）

各作業部会進捗報告

Ｃ部会
（土地利用の課題）

Ｂ部会
（旧西中学校の
本格的な利活用）

各団体の
重点的な取組

個別組織での取組み

複数組織での取組み

推進会議で管理

前回ニュース第２号でご報告したＡ部会のグループワーク「地域包括子育て」について、引続き有志で

議論を重ねてきたことの報告と、 「こども達を地域で見守る」「子育てしやすいまちづくり」の実現に向け

て、今後団地全体で議論し、その成果は団地全体で共有できるかたちにまとめたい、という提案があり、

活動を本格的に始動するため、新たに「Ｅ部会」を立ち上げることが決まりました。

Ｄ部会
（みらいづくりプランの

広報全般）

・提案団体の活動をまちぐるみで本格化

・団地内でのヒアリング・意見交換

・目標策定・共有・具体化の仕組みづくり

Ｅ部会
（「（仮称）こども憲章」の策定）

次回の全体会議は、10月４日に開催予定です。次号のニュースでは、第４回全体会議の概要と各部

会の進捗状況についてお知らせする予定です。

取組一覧を推進会議で共有


